
十
月
二
十
二
日
（
木
）
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
の
川
岡
義
裕
教
授
と

植
木
鉱
史
特
任
助
教
の
研
究
が

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
マ
ス
ク
の
着
用
が
実
際
に
ど

の
程
度
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
か

が
数
値
と
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

吸
い
込
む
側
に
だ
け
マ
ス
ク
を

着
け
た
場
合
、
布
マ
ス
ク
で
は
十

七
％
減
。
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
で
は

四
十
七
％
減
。
Ｎ
９
５
医
療
用
マ

ス
ク
で
は
、
七
十
九
％
減
で
し

た
。一

方
、
飛
沫
を
出
す
側
に
だ

け
マ
ス
ク
を
つ
け
る
と
、
布
マ
ス

ク
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と
も
七

十
％
以
上
減
っ
て
い
ま
し
た
。

川
岡
教
授
は
、「
マ
ス
ク
を
き

ち
ん
と
着
用
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
分
か
っ
た
。
た
だ
、
マ
ス
ク
を

し
て
も
完
全
に
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぐ

わ
け
で
は
な
い

の
で
、
過
信
し

な
い
こ
と
も
大

切
だ
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
の
効
果
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部
活
動
の
大
会
結
果
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ク
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上
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球
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上
中

１

－

２

札
幌
ポ
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テ

中
学
校
指
導
者
協
議
会
杯
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

男
子
優
勝

内

田
・
小

林

準
優
勝

森

田
・
宮

腰

第
３
位

添

田
・
伏

見

女
子
３
位

多
羽
田
・
渡

部

上
富
良
野
町
総
合
文
化
祭
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
場
を
分
散
し
て
行
い
ま
す
。

す
べ
て
を
楽
し
む
た
め
に
は
少
々
、
移
動
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り

と
「
文
化
の
秋
」
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

２
日
（
月
）
２
年
生
旭
川
実
業
高
体
験
入
学

３
日
（
火
）
文
化
の
日

４
日
（
水
）
お
弁
当
の
日
、
全
校
集
会

５
日
（
木
）
学
年
・
分
掌
会
議

６
日
（
金
）
校
内
研
修
（
部
活
動
な
し
）

７
日
（
土
）
Ｕ

フ
ッ
ト
サ
ル

15

８
日
（
日
）
Ｕ

フ
ッ
ト
サ
ル

15

９
日
（
月
）
常
任
委
員
会

日
（
水
）
３
年
生
学
力
テ
ス
ト
（
総
合
Ｃ
）

11
日
（
木
）
職
員
会
議

12
日
（
金
）
三
者
懇
談

～

日

13

20

日
（
土
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
上
川
代
表
決
定
戦
（
団
体
」
）

14

Ｕ

フ
ッ
ト
サ
ル

15

日
（
日
）
道
新
杯
中
学
卓
球
大
会

15
日
（
月
）
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
３
年
生
）

16

１
、
２
年
生
教
育
相
談

～

日
19

日
（
金
）
学
納
金
振
替
日

20
日
（
月
）
勤
労
感
謝
の
日

23
日
（
火
）
部
活
動
な
し

24
日
（
水
）
１
、
２
年
生
期
末
テ
ス
ト
（
部
活
動
な
し
）
～

日

25

26

日
（
土
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
上
川
代
表
決
定
戦
（
団
体
）
～

日

28

29

日
（
日
）
上
富
良
野
町

町
長
選
挙

29

上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
中
学
校
便
り

令和２年10月30日
第７号

す
。
今
後
も
可
能
な
限
り
の
感

染
症
対
策
を
図
り
な
が
ら

、
少

し
で
も
充
実
し
た
学
校
生
活
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
月
は
二

年
生
の
宿
泊
研
修
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
校
の
次
期

リ
ー
ダ
ー
を
担
う
二
年
生
の
成

長
を
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
行
事

と
な
り
ま
し
た
。
施
設
の
関
係
で

旭
川
市
近
郊
の
研
修
と
な
り
ま

し
た
が
、
身
近
な
地
域
を
再
発

見
で
き
る
研
修
に
も
な
り
ま
し

た
。と

こ
ろ
で
、
町
内
で
は
国
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
年
内

に
配
備
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
情
報
化
が
格
段
に
進

む
中
で
、
正
し
い
情
報
と
誤
っ
た

情
報
を
正
し
く
選
別
で
き
る
能

力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
質
の
高
い

情
報
を
さ
が
す
ポ
イ
ン
ト
に「
か

ち
も
な
い
」
（
ま
た
は「
い
な
か
も

ち
」
）
が
あ
り
ま
す
。

か
：
書
い
た
の
は
誰
か
、
発
信

し
て
い
る
の
は
誰
か
？
→
信
頼
で

き
る
専
門
家
ま
た
は
組
織
か
、

個
人
な
ら
所
属
が
あ
や
し
い
か

も
ち
：
違
う
情
報
と
比
べ
た
か
？

→
他
の
多
く
の
情
報
と
は
全
く

違
う
か
も

も
：
元
ネ
タ
（
根
拠
）
は
何
か
？

→
引
用
文
献
が
な
け
れ
ば
勝
手

に
言
っ
て
い
る
だ
け
？

な
：
何
の
た
め
の
情
報
か
？
→

早
い
も
の
で
、
２
学
期
も
後
半

を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
十

勝
岳
も
き
れ
い
に
冠
雪
し
、
季
節

が
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
（
授
業
参
観
）
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
月
と
七

月
の
参
観
日
を
見
送
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
年
度
初
の
公
開
と
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
目

に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の

様
子
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
た
め
、
教
室
の
中
に
入
る
こ
と

が
で
き
ず
、
廊
下
か
ら
ご
覧
に

な
っ
た
授
業
も
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
下
の

日
常
生
活
の
一
端
を
ご
覧
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

商
業
目
的
だ
け
か
も

い
：
い
つ
の
情
報
か
？
→
古
く

て
現
在
で
は
違
う
か
も

日
々
多
す
ぎ
る
ほ
ど
の
情
報

が
あ
ふ
れ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

正
し
い
知
識
と
判
断
力
を
学
校

や
家
庭
で
も
身
に
付
け
さ
せ
た

い
も
の
で
す
。

十
月
四
日
（
日
）
上
富
良
野
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
定
期
演

奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

マ
ー
チ「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
」
、
歌

劇
「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
よ
り
」
を

含
め
全
九
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

昨
年
、
町
か
ら
新
し
い
楽
器
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
披
露

す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
は
、
二
八
六

名
。
密
集
を
避
け
る
た
め
に
、
観

客
席
の
間
隔
を
広
げ
、
入
場
者

数
も
減
ら
し
た
形
で
の
開
催
で
し

た
。多

く
の
三
年
生
は
活
動
を
終

え
、
受
験
勉
強
に
専
念
し
ま
す
。

十
月
十
三
日
（
火
）
に
上
富
良

野
町
内
の
三
十
二
の
事
業
所
の

ご
協
力
に
よ
り
二
年
生
の
職
場

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
並
々
な

ら
ぬ
ご
理
解
を
各
事
業
所
に
い

た
だ
い
た
と
大
変
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

職
場
体
験
学
習
の
ね
ら
い
は

次
の
二
つ
で
す
。

①
興
味
・
関
心
が
あ
る
職
場
で
の

体
験
や
働
く
人
た
ち
と
の
ふ
れ

合
い
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
意

味
、
喜
び
、
苦
労
な
ど
を
学
び
、

職
業
観
を
深
め
る
。

②
仲
間
と
共
に
立
て
る
計
画
や

行
動
、
職
場
体
験
で
ふ
れ
合
う

人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
。

生
徒
は
今
回
の
学
習
を
通
し

て
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
ち
ま

職
場
体
験
学
習

し
た
。

「
人
は
何
の
た
め
に
働
く
か
」

％
人
や
自
分
の
た
め

68
％
生
き
る
た
め

18９
％
人
生
を
充
実
さ
せ
る
た
め

５
％
社
会
や
町
の
発
展
の
た
め

十
月
二
十
七
日
（
火
）
、
二
十

八
日
（
水
）
に
大
雪
青
少
年
交
流

の
家
で
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
た
め
大
雪
青
少
年
交

流
の
家
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
サ
イ
パ
ル
や
旭

山
動
物
園
を
活
用
し
ま
し
た
。

生
徒
は
制

限
の
あ
る
中

で
も
楽
し
ん

で
行
事
を
終

え
ま
し
た
。

二
年
生

宿
泊
研
修

校
長

中

川

季

賢


